
Change,Challenge,Chance 1

コンピュータチェック対象:注射用水又は蒸留水

コンピュータチェック事例コード

コンピュータチェック根拠

48SJ991015601

医薬品添付文書の効能・効果より、「注射剤の溶解希釈剤、注射剤の製剤」と示されております。

注射用水又は蒸留水が処置の項で算定があり、同日に胃瘻、腎瘻、膀胱瘻又は膀胱留置用カテーテル
等が算定された場合にチェックを実施。

コンピュータチェック内容

医科
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コンピュータチェック対象:注射用水又は蒸留水

１ 棒グラフ(該当レセプトの審査結果)
コンピュータチェックの対象となる診療行為(医薬品、特定器材)を算定している目視対象レセプト

１万件当たり、当該コンピュータチェックの内容に該当したレセプト件数

グラフの見方

２ 折れ線グラフ(該当レセプトの査定・返戻割合)
コンピュータチェックの対象となった項目が

査定・返戻となった割合
査定 返戻 ：設定根拠どおり

請求どおり
審査委員

請求どおり
職員

：検証が必要

【棒グラフ凡例】審査の結果

審査結果の概要

➢ 全国の査定・返戻割合 89.37%
➢ 検証対象都道府県 19

医科

検証観点 都道府県※ 備考

査定・返戻割合が低い 富山、岩手、熊本、滋賀、宮崎、新潟、徳島、奈良、山口、埼玉、和歌山、岡山、東京、鹿児島、群馬、島根 査定・返戻割合の低い順

請求どおり・職員 富山、宮崎、熊本、徳島、岩手、東京、埼玉、広島 対象１万件当たり件数の多い順

請求どおり・審査委員 熊本、岩手、滋賀、三重、岡山、山口、徳島、新潟、和歌山、奈良、東京、群馬、宮崎、鹿児島、香川、埼玉 〃

※検証対象都道府県が16を超えたため、16都道府県を限度に表記している

該当件数（全国） 当該コンピュータチェックの内容に該当 3,123件

設定根拠どおりの審査 査定・返戻の計 2,791件

検証を必要とする審査 請求どおり 332件



Change,Challenge,Chance 3
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【該当件数】 当該コンピュータチェックの内容に該当したレセプト件数

該当件数 234 63 13 13 3 6 9 56 24 38 103 242 516 94 10 27 10 2 29 72 4 68 99 38 10 118 480 149 11 10 12 8 62 48 15 14 18 13 8 138 21 83 31 19 17 22 43 3,123

請求どおり件数 14 2 10 2 1 1 0 3 0 5 25 15 82 4 3 24 1 0 1 1 0 5 9 4 7 7 16 12 3 2 1 1 10 5 4 4 2 0 0 9 1 1 23 0 7 3 2 332
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